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令和元年１２月２４日（火） 発行 

巻頭言 
  「 年の終わりに 」 
        校長 平山啓一         

平成から令和へとバトンが渡されたこの一年も、年の瀬を迎えました。今年の漢字は「令」に決まったとのこ

と、納得ですね。そんな今年はラグビーW杯で大変盛り上がりましたが、来年はいよいよ東京オリンピック・パラ

リンピックが開催されます。日本選手団の活躍を大いに期待するとともに、世界中に感動を届ける大会となるこ

とを心から願っています。一方で、この一年もまた、九州北部や東日本で未曽有の災害が起きてしまいました。

世界遺産の沖縄首里城火災も衝撃的でした。天災と人災が複雑に絡み合う現実を前に、せめて人災だけは

最小限に食い止めたいものです。 

この一年の壱岐高校は、やはり創立110周年でしょうか。昨年のシンボルマーク・スローガンの公募から始ま

り、アメリカシアトルへの生徒海外派遣を目玉に、数々の記念事業を滞りなく行うことができました。記念式典

当日の青空は、一生忘れないでしょう。体育祭や文化祭も記念と呼ぶにふさわしい内容でした。改めて、生徒

や先生方を称えるとともに、同窓会や保護者をはじめ、ご助力いただいた数多くの皆様に深く感謝申し上げま

す。 

ところで、式典前日に突如発表された英語民間試験の延期。そして、今月には共通テストでの記述問題も先

送りされるという報道があり、言葉もありません。初年度となる現2年生やその保護者の皆様も、同じ思いでは

ないでしょうか。しかし、新傾向問題が出題されたり、推薦入試でも学力が課されたりする改革はそのままで

す。新入試のカギは、ズバリ「学力」です。それもこれまで以上の確かな学力です。これは、大学進学を考えてい

る人だけの問題ではありません。どの未来予測を見ても、これから求められるのは「学び続ける」社会人という

結論です。したがって、大学受験をしようがしまいが、日頃の授業や家庭学習を疎かにすることなく、自ら考えて

学ぶ習慣を身に付けておかねばなりません。壱岐高生の更なる努力を期待します。 

今月には、さらに衝撃的ともいえる悲しいニュースがありました。荒廃した農地に自ら水を引き、緑豊かな大

地を蘇らせ、60万もの命を救った一人の日本人、中村哲医師。干ばつで次々と命を落とす子どもたちの現実

を目の当たりにして、医療道具を土掘りの道具に持ち替え、用水路建設に心血を注ぎ・・・。その功績はもとよ

り、その生き方にも衝撃を受けました。自身を「昔の日本人」と言い、知る人からは「ラストサムライ」と評される

中村医師。 

その昔、内村鑑三は「人間を超えた超越的な存在」「人生のゆるぎない座標軸」として、西郷隆盛ら5人の

代表的日本人を取り上げ、日本にも世界に誇るべき深い精神性があることを内外に示しました。それから百年

以上も時は流れましたが、中村医師は現代における代表的日本人と言っても過言ではないでしょう。生徒の皆

さんも、求めて中村医師のことを深く知ってほしいと思います。 

もうすぐ、新たな一年を迎えます。年が明けると、センター試験・二次試験と大学入試も最終局面を迎えます

が、3年生には最後の最後まで頑張ってほしいと思います。１・２年生も新たな決意をもって新年を迎えてくださ

い。「令和」を逆に読むと「和(やまと)し令(うるわ)し」で、「大和は本当にうるわしい」という意味だそうです。加

えて、「令」の基本は「善」とのこと。令和2年が「令(うるわ)しく善(よ)い」一年でありますように。皆さん、良い

お年を。 



保護者の皆様におかれましては、ご多用の

中、先日の三者面談や進路決定者集会にご参

加いただき、誠にありがとうございました。 

さて、高校生活も残り３学期を残すのみとな

りました。７２回生全員の進路決定までしっかり

と３学年団でサポートしていきたいと考えていま

すので、ご家庭でも激励のほどよろしくお願い

します。 

３年生のみなさん、とうとう2020年がやって

きます。残りの高校生活を有効に活用し、４月

からの新生活に備えてほしいと思います。過去

を変えることはできませんが、未来は君たち次

第でどのようにでも変えられます。自分自身の

ため、家族のため、お世話になった壱岐のた

め、最大限の努力をし、立派な人間になってく

れることを期待します。 

12月も残り１週間になり、2019年が終わり

を迎えようとしています。高校２年生となったこ

の１年は君たちにとってどんな１年でしたか。学

習に部活動に、さまざまなことに挑戦しながら、

充実した高校生活を送ることができましたか。

「この１年は頑張ることができた。」と満足して

いる人もいれば、「この１年をもう一度やり直し

たい。」と後悔している人もいることでしょう。ど

ちらにしても2019年は終わりを迎えようとして

います。大切なのは、2019年の頑張りや後悔

を2020年でしっかりと生かすということではな

いでしょうか。 

来年、君たちはいよいよ３年生になります。勝

負の年です。この２年間で学んだことを生かし、

ラスト１年を全力で駆け抜けてほしいと思いま

す。明日から冬季休業ですが、2020年のス

タートをよりよいものにできるよう、規則正しい

生活をしながら、学習に部活動に懸命に取り

組んで下さい。来年もともに頑張りましょう！  

2019年も気づけば終盤です。もうそこには

2020年の足音が聞こえてきています。 

さて、74回生の皆さんの中には「冬休み」と

いう言葉につられてすっかり「OFFモード」に

なっている人はいませんか？？溜まった疲れを

癒してもらいたいものの、いつまでもダラダラ過

ごすにはあまりにも勿体ない。年末年始は、そ

の年を振り返り、自分の反省点を洗い出し、改

善するチャンスです。また、この時期にしかでき

ないこともたくさんあるでしょう。家族や親戚と

過ごす時間、初詣やおせち料理、書き初めなど

の日本文化に触れることも大切です。是非有

意義な時間の使い方をしてください。 

最後に「学習」については固い決意と自覚を

持って、取り組む姿勢を冬季休業期間中も継

続してください。まるで息を吸うように、自然に

机に向かい、ペンを走らせましょう。この冬が、

自分の夢実現のための土台作りの期間となる

ことを心から願っています。 

  

第 １ 学 年 より 

第 ２ 学 年 より 

第 ３ 学 年 より 

  東アジア歴史・中国語コース研究発表会 
  

 １２月１５日（日）本校にて東アジア歴史・中国語コースの

研究発表会が行われました。これまでの学習や研究の成果を各

専攻ごとに発表しました。保護者の皆様、里親様、長崎県埋蔵

文化財センターの皆様等、お忙しい中足を運んでいただき、あ

りがとうございました。今後とも東アジア歴史・中国語コース

をよろしくお願いいたします。 

東アジア歴史･     コース 中国語 



１月行事予定 ①１年 ②２年 ③３年  壱岐高Topics! 

1 水 年始休暇   

2 木 年始休暇   

3 金 年始休暇   

4 土 センター試験プレテスト(Ｋパック)③   

5 日 センター試験プレテスト(Ｋパック)③   

6 月 冬季補習①②③   

7 火 冬季補習①②③   

8 水 始業式 大掃除 課題テスト①② 

9 木 課題テスト②   

10 金    

11 土 ★①②③   

12 日    

13 月 【成人の日】   

14 火 総探成果発表会①   

15 水    

16 木 
センター試験出陣式③ 考査時間割発表③ 

修学旅行結団式② 

17 金 センター試験会場設営(２ｈ授業)   

18 土 
大学入試センター試験         

進研実力テスト①② 

19 日 大学入試センター試験         

20 月 センター試験自己採点③(AM)      

21 火 特編Ⅱ期開始 修学旅行② 

22 水 修学旅行② 

23 木 学年末考査③  修学旅行② 

24 金 学年末考査③   

25 土 学校開放(終日) 第３回英検一次  

26 日    

27 月 学年末考査③ 三者面談③  

28 火 学年末考査③ 三者面談③  

29 水 考査返却特別時間割③ 三者面談③  

30 木 考査返却特別時間割③   

31 金 考査返却特別時間割③   

「中国語スピーチコンテスト 受賞！」 
  12月１日（日）立命館孔子学院主催「第14

回全国ジュニア中国語スピーチコンテスト」にお

いて、3年6組豊坂しおりさんが、審査員特別賞

を受賞しました。 

 また、１２月１４日（土）京都外国語大学主催第

２３回全国高校生中国語スピーチコンテストにお

いて、１年５組の五十嵐君が中華人民共和国駐

大阪総領事館教育室賞を受賞しました。 

「九州高校放送コンテスト 優良賞！」 
12月１５日（日）第４１回九州高校放送コンテス

ト宮崎大会において、本校放送部がラジオ番組

部門で、優良賞を受賞しました。 

 

 

 

 

 

 

 

「アンサンブルコンテスト 金賞受賞！」 
12月15日（日）、第46回長崎県アンサンブルコ

ンテストにおいて、本校吹奏楽部がSax四重奏

で金賞を受賞しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

多方面で優秀な成績を収めています。 

今後の活躍にも期待しています！ 



 Thank you. This has been a great year so far. I am very im-

pressed with the hard work from both the students and staff of Iki 

High School. Learning a new language is very difficult! As a try to 

learn Japanese, I learn this more. Although, it is hard, we still en-

joy class together. Many students are excited to talk to me in Eng-

lish. This makes me very happy. Every week, I spend lunch time 

talking to students. To me, this is very special. Throughout the 

last few months, I have traveled to many places in Japan. I have 

gone to Tokyo twice, Kumamoto twice, Nagasaki twice, and Fuku-

oka many times. I also traveled to Busan in South Korea. When I 

travel, I like to go shopping and try new foods. My favorite Japa-

nese food is ramen. I have eaten ramen in every city that I have visited. I think that Kumamo-

to ramen is the most delicious. For shopping, the Tenjin district in Fukuoka 

and the Harajuku district in Tokyo are my favorite places to shop. Fukuoka 

has an Evangelion store. Neon Genesis Evangelion is probably my favorite 

anime. The store is very cool. I went to Korea in September. In Korea, I ate 

many strange foods. I ate bugs from the sea. They were not at all delicious. I 

also ate octopus that was still moving! Korean chopsticks are different. 

They are steel, long, and hard to use. Next month, I will go back to Korea. 

This time I am going to Seoul.  

１２月６日（金）、２年生を対象に、「進路講演

会」を実施しました。ベネッセコーポレーション

顧問の田川祐治先生をお招きし、進路実現の

ために基礎を積み重ね、土台を作っていくこと

の大切さについて講義をしていただきました。

来年は受験生となるため、生徒達も刺激を受

けたようです。 

【受講した生徒の感想の一部】 

・田川先生の情熱的な講話に心を動かされま

した。今までの自分のハードルを下げたりする

ような甘い思考が変わったと思います。特に志

望校ではなく野望校にするという話では、いか

に折れない心と執念が大事かということが強

く伝わってきました。これからは心をいれかえて

頑張りたいと思います。 

・私は『単純なことを継続すること＝やる気と根

気の継続』という言葉に感銘を受けました。ま

さしく『凡事徹底』だと思いました。きついこと

が増えていき、心が折れそうになると思うけれ

ども折れない心を持ち、二年生のうちに基礎

を固めておきたいです。講演会を聞いて受験

に対する気持ちが前向きになりました。 

１１月１４日（木）に本校体育館で薬物乱用

防止教室を行いました。今回は壱岐保健所と

壱岐警察署の方々を講師に迎え、ワークショッ

プ等を通して生徒が主体的に実践的な薬物

防止法を学ぶことができました。 

また、１１月２２日（金）には生徒総会を行

い、壱岐高をより良くするための議案検討を行

いました。今後は、各クラスから出された議案

について総務委員と専門委員会が連携して、

具体的な方策を提案していきます。また、総会

で取り上げられなかった議案についても働き

かけを行っていきたいと思います。壱岐高校が

さらに良い学校になるよう、今回の総会を踏ま

え、生徒一人ひとりが自律し、行動できるよう

になっていくことを期待します。 

生 徒 支 援 部 よ り 

進 路 支 援 部 よ り 

Shane 先生コラム～『 Exploring Japan 』～ 


